
第７回芳賀町農業委員会総会議事録

１． 開催日時 令和６年７月２２日（月）　午後２時００分

２． 開催場所 芳賀町役場 ３階　中会議室

３． 出席委員 農 業 委 員 　農 地 利 用 最 適 化 推 進 委 員

　 １番 小林　広美 金田　正 阿久津　正好

２番 大根田　源一 佐藤　一典

　 ３番 酒井　和夫 手塚　孝夫

４番 黒﨑　浩 直井　純一

５番 黒﨑　陽子 小林　康男

６番 綱川　祥史 酒井　紀之

７番 岩村　隆 黒﨑　文雄

８番 小林　芳晴 大林　厚雄

９番 阿久津　信市 菊地　方敏

１０番 小林　峰子 岡田　毅

１１番 黒崎　俊行 荒井　昭雄

４． 欠席農業委員 ０人

５． 出席農業委員会事務局職員

事務局長 大塚　英樹

事務局係長 中澤　美智子

主任主査 大岡　久美子

主査 山口　剛史

公社係長 水沼　和子

６. 議事日程

議案第３７号 農地の貸借権設定許可申請に対する許可可否について

議案第３８号 農地の所有権移転許可申請に対する許可可否について

議案第３９号 農地の転用許可申請に対する意見決定について

議案第４０号 非農地証明願に対する証明の可否について

議案第４１号 農用地利用集積計画の決定について

議案第４２号 農用地利用集積計画の決定について（中間管理事業）

議案第４３号 農業振興地域整備計画の変更に対する意見決定について

報告第９号 農地法第１８条の解約通知について
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○開会

議長 　ただ今から、令和６年第７回芳賀町農業委員会総会を開会いたします。
　ただ今の出席委員は１１名です。定足数に達していますので、ただちに本日の会議を開きます。
　議事録署名委員の指名を行います。本総会の議事録署名委員は、３番 酒井 和夫委員、４番 黒
崎 浩委員を指名したいと思いますが、よろしいですか。

委員 　（異議なしの声あり）

議長 　異議がないようですので、議事録署名委員は、両委員に決定いたしました。

○議案第３７号

議長 　それでは、ただ今から、議案第３７号「農地の貸借権設定許可申請に対する許可可否について」
を議題といたします。事務局の説明を求めます。

事務局 　議案第３７号　農地の貸借権設定許可申請に対する許可可否について
　次のとおり農地法第３条の規定に基づく農地の貸借権設定許可申請があったので、その許可可否
について審議するものとする。

　【議案第３７号　貸借権設定許可申請 ８番、９番について説明】

議長 　以上で事務局の説明を終わります。
　続いて担当地区委員及び推進委員の意見を求めます。
　８番について、西水沼・北長島地区 岡田 毅推進委員お願いします。

西水沼・
北長島地区
推進委員

はい、西水沼・北長島地区の推進委員をしている岡田です。議案第３７号８番について、ご説明
申し上げます。付属資料の１、２ページをご覧ください。この案件ですが、１枚の田んぼが２筆に
なっておりまして、■と■に分かれているんですけども、■の方は先月の総会で通りまして、３条
の貸借権設定許可申請、今回と同じですね、そちらで通っています。それで、賃借権も同じでして
問題ないかと思いますけれども、１枚の田んぼなんですけど２筆になっているということで、皆さ
まの慎重なる審議のほどよろしくお願いします。以上です。

議長 　６番 綱川 祥史委員、ほかに意見があればお願いします。

６番委員 はい。西水沼地区担当の綱川です。本案件については、詳しい内容については、岡田推進委員さ
んの説明のとおりとなります。慎重なる審議のほどよろしくお願いします。

議長 　９番について、西高橋地区 阿久津 正好推進委員お願いします。

西高橋・
打越新田地区
推進委員

はい、西高橋・打越新田担当の阿久津です。９番について説明します。こちらの農地は、３月の
総会で営農型太陽光発電設備の申請があった土地になります。こちらの土地の南側に位置していま
すが、以前から畦畔もなく１枚の土地として管理されているため、こちらも■に貸し付けるとなっ
たようです。致し方ないと思われますが、慎重なるご審議のほどよろしくお願いします。以上で
す。

議長 こちらの地区の担当委員は私ですので、私から意見を述べさせていただきます。ただ今阿久津推
進委員が言われたとおりですので、致し方ない案件だと思われますが、皆さまの慎重なる審議をよ
ろしくお願いします。

議長 　以上で担当地区委員及び推進委員の意見を終わります。
　次に質疑に入ります。質疑はありませんか。

委員 　（質疑なし）

令和６年第７回農業委員会 総会
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議長 　質疑がないようですので、質疑を終わります。
　続いて採決に入ります。
　議案第３７号について、原案のとおり許可することに賛成の委員は起立願います。

委員 　（全員起立）

議長 　起立全員であります。よって、議案第３７号は原案のとおり許可することで決定しました。

○議案第３８号

議長 続きまして、議案第３８号「農地の所有者移転許可申請に対する許可可否について」を議題とい
たします。事務局の説明を求めます。

事務局 　議案第３８号　農地の所有権移転許可申請に対する許可可否について
次のとおり農地法第３条の規定に基づく農地の所有権移転許可申請があったので、その許可可否

について審議するものとする。

　【議案第３８号　所有権移転許可申請　１２番、１３番について説明】

議長 　以上で事務局の説明を終わります。
　続いて担当地区委員及び推進委員の意見を求めます。
　１２番について、西高橋地区 阿久津 正好推進委員お願いします。

西高橋・
打越新田地区
推進委員

はい、西高橋・打越新田担当の阿久津です。１２番について説明します。申請者の■さんと■さ
んは、親戚関係になりまして、耕作地も自宅から離れているということで、以前より耕作を依頼し
ていたと思われます。それで■さんに譲り渡すというものです。親戚関係の契約によるものであり
まして、特に問題はないと思います。慎重なご審議のほど、よろしくお願いします。以上です。

議長 こちらの地区の担当委員は私ですので、私から意見を述べさせていただきます。ただ今阿久津推
進委員が言われたとおりであり、実耕作者の方に譲り渡すということで何ら問題はないかと思われ
ますが、皆さまの慎重なる審議をよろしくお願いします。

議長 　１３番について、東水沼地区 菊地 方敏推進委員お願いします。

東水沼地区
推進委員

はい、東水沼地区の菊地です。議案第３８号の１３番について、ご説明申し上げます。付属資料
の８ページをご覧ください。現在、申請地の北側の農地を、申請者である■さんが代表者の■が耕
作していますので、こちらも一体的に耕作するものと思われます。以上のことから、問題ないと思
われますが、皆さまの慎重なるご審議をよろしくお願いします。

議長 　３番 酒井 和夫委員、ほかに意見がありましたらお願いします。

３番委員 はい、３番酒井です。菊地推進委員さんの説明のとおり、問題ないかと思いますので慎重な審議
をお願いします。

議長 　以上で担当地区委員及び推進委員の意見を終わります。
　次に質疑に入ります。質疑はありませんか。

委員 　（質疑なし）

議長 　質疑がないようですので、質疑を終わります。
　続いて採決に入ります。
　議案第３８号について、原案のとおり許可することに賛成の委員は起立願います。

委員 　（全員起立）

議長 　起立全員であります。よって、議案第３８号は原案のとおり許可することで決定しました。
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○議案第３９号  

議長 続きまして、議案第３９号「農地の転用許可申請に対する意見決定について」を議題といたしま
す。事務局の説明を求めます。

事務局 　議案第３９号　農地の転用許可申請に対する意見決定について
次のとおり農地法第５条の規定に基づく農地の転用許可申請があったので、その意見決定につい

て審議するものとする。

　【議案第３９号　転用許可申請　２１番について説明】

議長 　以上で事務局の説明を終わります。
　続いて担当地区委員及び推進委員の意見を求めます。
　２１番について、下高根沢地区 酒井 紀之推進委員お願いします。

下高根沢地区
推進委員

はい、下高の酒井です。議案第３９号の２１番についてですが、転用許可申請に対して、付属資
料の９ページから１３ページに詳しく書いてありますが、前回確認したところ、何の問題もないよ
うに思われますが、皆さまの慎重なる審議をよろしくお願いします。以上です。

議長 　４番 黒﨑 浩委員、ほかに意見があればお願いします。

４番委員 はい、４番の黒﨑です。酒井推進委員さんのおっしゃるとおり、先月農振除外適回答済というこ
との案件でございます。今回転用について申請がありましたが、後継者の適格もございますので、
何ら問題はないかと思われますが、皆さまの慎重なる審議、よろしくお願いします。

議長 　次に質疑に入ります。質疑はありませんか。

委員 　（質疑なし）

議長 　質疑がないようですので、質疑を終わります。
　続いて採決に入ります。
　議案第３９号について、許可相当との意見を付すことに賛成の委員は起立願います。

委員 　（全員起立）

議長 　起立全員であります。よって、議案第３９号は許可相当との意見を付すことで決定しました。

○議案第４０号

議長 続きまして、議案第４０号「非農地証明願に対する証明の可否について」を議題といたします。
事務局の説明を求めます。

事務局 　議案第４０号　非農地証明願に対する証明の可否について
　次のとおり農地法の適用を受けないことの証明願があったので、その説明の可否について審議す
るものとする。

　【議案第４０号　非農地証明願　１２番について説明】

議長 　以上で事務局の説明を終わります。
　続いて担当地区委員及び推進委員の意見を求めます。
　１２番について、東高橋地区 荒井 昭雄推進委員お願いします。

東高橋地区
推進委員

はい、東高橋の荒井です。議案第４０号１２番の非農地証明についてご説明申し上げます。この
案件は１月に除外申請があった場所のため、今回現地確認はしておりません。付属資料の１４ペー
ジから１９ページをご覧ください。１月の申請は、母屋の増築を検討し相談した結果、農家住宅敷
地内に農地が点在しているのが判明したことから、除外申請し承認された場所になります。申請地
は、約５２年間宅地として使用している場所と平成５年の換地処分でできた農地であり、特に１０
ページを確認してもらうと、進入路は農地を通過しないと入れないような状態になっていました。
農地が宅地周辺を囲むように点在していたことと、１月に除外申請も承認されていることから、特
に問題はないと思われますが、皆様方の慎重なる審議をよろしくお願いします。
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議長 　１０番 小林 峰子委員、ほかに意見があればお願いします。

１０番委員 はい、１０番の小林です。ただ今の荒井推進委員さんの説明のとおりで、何ら問題はないと思わ
れます。皆さんの慎重なるご審議をよろしくお願いします。

議長 　以上で担当地区委員及び推進委員の意見を終わります。
　次に質疑に入ります。質疑はありませんか。

委員 　（質疑なし）

議長 　質疑がないようですので、質疑を終わります。
　続いて採決に入ります。
　議案第４０号について、原案のとおり証明することに賛成の委員は起立願います。

委員 　（全員起立）

議長 　起立全員であります。よって、議案第４０号は原案のとおり証明することで決定しました。

○議案第４１号

議長 　続きまして、議案第４１号「農用地利用集積計画の決定について」を議題といたします。

ここで農業委員会等に関する法律第３１条の規定により、５番 黒﨑 陽子委員が退席となりま
す。

　（黒﨑委員退席）

議長 　事務局の説明を求めます。

事務局 　議案第４１号　農用地利用集積計画の決定について
　次のとおり農業経営基盤強化促進法第１８条の規定に基づき、町から計画の決定を求められたの
で、審議するものとする。

　次のページをご覧ください。農業地利用集積計画総括表、公告予定年月日 令和６年７月２３
日、利用権設定等の面積 ２２,４７７.００平方メートル、令和６年中の累計 ６６９,６１７.９３
平方メートル。詳細につきましては、次の７ページから８ページとなります。お目通しをお願いし
ます。以上です。

議長 　以上で事務局の説明を終わります。５件ですので、３０秒ほど時間をとります。

委員 　（審査）

議長 　審査を終わります。続いて推進委員の意見を求めます。意見はありませんか。

委員 　（意見なし）

議長 　意見がないようですので、次に質疑に入ります。質疑はありませんか。

委員 　（質疑なし）

議長 　質疑がないようですので、質疑を終わります。
　続いて採決に入ります。
　議案第４１号について、原案のとおり決定することに賛成の委員は起立願います。

委員 　（全員起立）

議長 　起立全員であります。よって、議案第４１号は原案のとおり決定しました。

　黒﨑陽子委員の入場をお願いします。
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　（黒﨑委員着席）

○議案第４２号

議長 続きまして、議案第４２号「農用地利用集積計画の決定について（中間管理事業）」を議題とい
たします。事務局の説明を求めます。

事務局 　議案第４２号　農用地利用集積計画の決定について（中間管理事業）
　次のとおり農業経営基盤強化促進法第１８号の規定に基づき、町から計画の決定を求められたの
で、審議するものとする。

　１０ページ下の表をご覧ください。公告予定年月日 令和６年７月２３日、利用権設定等の面積
２０,０１２.００平方メートル、令和６年中の累計７７２,４５７.１１平方メートル。詳細は、１
０ページとなります。お目通しをお願いします。以上です。

議長 　以上で事務局の説明を終わります。これは４件ですのでこのまま続けます。

　推進委員の意見を求めます。意見はありませんか。

委員 　（意見なし）

議長 　意見がないようですので、次に質疑に入ります。質疑はありませんか。

委員 　（質疑なし）

議長 　質疑がないようですので、質疑を終わります。
　続いて採決に入ります。
　議案第４２号について、原案のとおり決定することに賛成の委員は起立願います。

委員 　（全員起立）

議長 　起立全員であります。よって、議案第４２号は原案のとおり決定しました。

○議案第４３号

議長 続きまして、議案第４３号「農業振興地域整備計画の変更に対する意見決定」を議題といたしま
す。事務局の説明を求めます。

事務局 　議案第４３号　農業振興地域整備計画の変更に対する意見決定について
　次のとおり農業振興地域整備計画の変更について意見を求められたので、その意見決定のため審
議するものとする。

　【議案第４３号について説明】

議長 　以上で事務局の説明を終わります。
　続いて担当地区委員及び推進委員の意見を求めます。
　農用地区域からの除外、１番について、西高橋地区 阿久津 正好推進委員お願いします。

西高橋・
打越新田地区
推進委員

はい、西高橋地区担当の阿久津です。今回申し出があった土地は、■さんの宅地と農道との間に
ありまして、以前より農機具などを保管するためのビニールハウスが建ててあったところです。ま
た、申請者の■さんは、■さんの親族で孫にあたり、結婚を機に真岡市に住んでいますが、家族も
増えたということで手狭になり、また将来を見据えて、実家隣に住まいを建て、今後祖父や両親と
ともに農地の管理なども考えているということなので、何ら問題はないかと思います。以上です。

議長 こちらの地区の担当委員は私ですので、私から意見を述べさせていただきます。ただ今阿久津推
進委員の言われたとおりであり、結婚を機に真岡から実家に帰ってくるため、宅地が必要というこ
とですので、何ら問題はないと思われます。皆様の慎重なる審議をお願いします。

議長 　２番について、東高橋地区 荒井 昭雄推進委員お願いします。
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東高橋地区
推進委員

はい、東高橋の荒井です。議案第４３号２番の除外申請についてご説明いたします。この案は、
２月に非農地申請があった場所に接した畑のため、今回は現地確認していません。付属資料の４２
ページから５９ページをご覧ください。申請人の■さんは、いちご栽培を中心とした専業農家の長
男で令和５年から後継者として農業に従事しています。今回、現在の住宅では手狭であることか
ら、自己用住宅を建築したいと計画し、本家の敷地内を検討しましたが、建築可能なスペースがな
く断念し、親族が所有する土地を検討した結果、畑で家庭菜園程度で使用していた農地に建築する
ことになりました。申請地は、土地計画法上の開発で親族のための住宅の要件を満たしていること
と、東側は水路、西側は宅地に接し、南側は祖父、先ほど事務局からありましたように亡くなって
いるんですけど、所有している農地であること、取水は上下水道を使用し、汚水排水は合併浄水槽
で処理するということなので、特に周辺への影響も問題ないと思われますが、皆様方の慎重なるご
審議をよろしくお願いします。

議長 　１０番 小林 峰子委員、ほかに意見があればお願いします。

１０番委員 はい、１０番の小林です。荒井推進委員さんの説明のとおりで、何ら問題はないかと思われます
ので、慎重なるご審議よろしくお願いします。

議長 　３番について、祖母井地区 金田 正推進委員お願いします。

祖母井地区
推進委員

はい、祖母井地区推進委員の金田です。議案第４３号３番についてご説明いたします。申請者の
■さんの現在工場敷地内、自宅兼工場の中に、従業員駐車場を確保しているみたいなんですが、ま
た大型トラックを所有しておりまして、その転回とかに結構苦労されているという話から、今回従
業員駐車場をどこか探すということになりました。申請地は工場から約１００メートルの位置にあ
りまして、周囲を従業員が往来するには最適と判断したみたいで、また所有者は申請地から約８０
０メートル離れた場所に自宅がありまして、これまで家庭菜園程度の利用でそこに通っていたんで
すが、歳もとってこられたみたいで、ここに通うのも困難になっていたので、土地を利用してくれ
る人を探していたところ、今回このような話があったということで、賛同をいただいたみたいで
す。ですので、致し方ない案件かと思いますので、皆さまの慎重なる審議をお願いします。以上で
す。

議長 　１番、小林広美委員ほかに意見があればお願いします。

１番委員 はい、１番小林です。金田推進委員の説明のとおり、何ら問題はないと思われますが、皆様方の
慎重な審議をよろしくお願いします。

議長 　４番について、東水沼地区 菊地 方敏推進委員お願いします。

東水沼地区
推進委員

はい、東水沼地区の菊地です。議案第４３号の４番についてご説明申し上げます。芳賀農業振興
地域設備計画変更明細の８０ページから１０６ページをご覧ください。先日、事務局と酒井農業委
員さんと現地確認に行ってきました。この案件は、農家住宅を建て替える際に、宅地としている一
部が農地であることが判明したために、農地の部分の是正のために今回の申請となっています。申
請部分にあたる納屋は平成４年に建築されており、３２年以上一体的に宅地として使用されている
ため、何ら問題はないと思われますが、皆さまの慎重なるご審議をよろしくお願いします。

議長 　３番 酒井 和夫委員、ほかに意見があればお願いします。

３番委員 はい、３番酒井です。菊地推進委員さんの説明のとおり、何ら問題はないかと思いますので、皆
さまの慎重なる審議よろしくお願いします。

議長 　以上で担当地区委員及び推進委員の意見を終わります。
　次に質疑に入ります。質疑はありませんか。

委員 　（質疑なし）
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議長 　質疑がないようですので、質疑を終わります。
　続いて採決に入ります。

議案第４３号について、原案のとおり変更はやむを得ないとの意見を付すことに賛成の委員は、
起立願います。

委員 　（全員起立）

議長 　起立全員であります。よって、議案第４３号は原案のとおり決定しました。

○報告第９号

議長 　続きまして、報告第９号「農地法第１８条の解約通知について」を報告します。
　事務局の朗読をお願いします。

事務局 　報告第９号　農地法第１８条の解約通知について
次のとおり農地法第１８条の規定に基づく、農地の賃貸借契約の解約通知があったので報告す

る。
　詳細は、現在ご覧いただいている１３ページとなります。お目通しをお願いします。以上です。

議長 　これで、今総会に付された案件の審議は、すべて終了しました。
　これをもって、令和６年第７回芳賀町農業委員会総会を閉会いたします。おつかれさまでした。

（閉会午後２時３５分）
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